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本
年
覚
法
寺
は
、
い
よ
い
よ
新
納

骨
堂
を
建
築
致
し
ま
す
。
そ
の
建
築

工
事
に
伴
い
、
本
堂
の

一
部
を
解
体

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

六
月
十
八
日
の
法
要
を
も

つ
て
、
現

本
堂
内
陣
最
終
法
要
と
し
て
執
り
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

覚
法
寺
の
本
堂
は
、
戦
後
十
数
年

が
経

っ
た
昭
和
三
十
五
年
に
建
て
ら

れ
た
建
築
物
で
す
。
そ
の
後
旧
納
骨

堂
が
昭
和
四
十
年
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
度
熊
本
地
震
の
損
壊
と
老

朽
化
に
伴

い
、
ま
ず
新
納
骨
堂
を
本

年
建
築
い
た
し
ま
す
。

ま
た
現
本
堂
内
陣
は
、
平
成
十
四

年
に
皆
様
の
ご
寄
進
に
よ
り
大
改
修

さ
れ
ま
し
た
内
陣
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一
度
回
収
し
た
後
に
再
び
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
復
元
工
事
す
る
予
定
で
す
。

大
法
要
の
予
定

●
令

和

五
年

六
月

十

七

日

（土
）

午
前
中
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百

五
十
年
法
要

●
令

和

五
年

六
月

十

八

日

（日
）

午
前
中
、
浄
土
真
宗
立
教
開
宗
八

百
年
法
要
並
び
に
覚
法
寺
現
本
堂

内
陣
御
遷
仏
御
遷
座
最
終
法
要

多
く
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

※
写
真
は
本
堂
完
成
か
ら
三
年
後
、

昭
和
三
十
八
年
の
本
堂
の
様
子
で
す
。
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昨
年
は

「鎌
倉
殿
の
十
二
人
」

と
い
つ
大
河
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
浄
土
真

宗
の
開
祖
で
あ
る
親
鸞
聖
人
は
同

時
代
に
生
き
た
方
で
あ
り
ま
し

た
。
▼
ド
ラ
マ
で
の
内
容
の
と
お
り

当
時
は
身
内
で
あ
っ
て
も
命
を
脅

か
す
程
殺
伐
と
し
た
世
の
中
に
あ

り
、
突
然
広
ま
っ
た
念
仏
の
絶
対

平
等
の
教
え
は
、
今
の
時
代
以
上

に
人
々
に
希
望
を
与
え
た
事
は
想

像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
そ

の
念
仏
の
平
等
の
教
え
が
権
力
者

に
対
し
て
、
挑
戦
的
で
あ
り
邪
魔

な
も
の
と
も
映
つ
た
の
で
す
。
▼
浄

土
宗
の
開
祖
で
あ
る
法
然
聖
人
や

浄
土
真
宗
の
開
祖
で
あ
る
親
鸞
聖

人
は

「承
元
の
法
難
」
に
よ
つ
て

流
罪
と
な
り
、
親
鸞
聖
人
は
越
後

へ
流
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
不
屈
の
精
神
で
越
後
か
ら
関

東
へ
念
仏
の
み
教
え
を
広
め
る
旅

に
出
て
、
関
東
の
地
で
親
鸞
聖
人

の
主
著
で
あ
る

『教
行
信
証
』
を

執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
浄
土

真
宗
の
立
教
開
宗
の
起
源
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
▼
Ｚ

一メ
で
有
名
な
宮

崎
駿
さ
ん
の
言
葉
に

「人
も
ミ
ミ

ズ
も
み
な
同
じ
と
い
つ
と
こ
ろ
に
、

も
う
一回
戻
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
」

と
あ
り
ま
す
。
立
教
開
宗
か
ら
八

百
年
、
私
た
ち
は
今
、
何
に
喜
び

を
感
じ
、
何
に
悲
し
み
、
何
を
残

す
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う

感
じ
ま
す
。
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お問い合わせ

参拝部:電話(075)3715181
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早川山覚法寺の Facebookホームページアドレス http:〃www facebook com/kakuhouJ
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このお内陣で最後の報恩講。
御絵伝の前にはお供物の松風。

報
恩
講
法
要

二

〇
二
二

令
和
四
年

（二
〇
二
二
年
）
の
報

恩
講
は
、
十

一
月
二
十
二
日
、
二
十

三
日
の
二
日
間
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
大
師
影
供
作
法
と
御
俗

姓
。
二
日
目
は
報
恩
講
作
法
と
御

伝
砂
。

今
年
も
お
斎
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
お
持
ち
帰
り
用
の
粗
飯
と
お

菓
子
を
お
配
り
し
ま
し
た

御
伝
鋤
を
拝
読
し
て

御
伝
砂
と
は
、
覚
如
上
人
が
親
鸞

聖
人
の
遺
徳
を
讃
仰
す
る
た
め
に
、

そ
の
生
涯
の
行
蹟
を
数
段
に
ま
と
め

て
記
述
さ
れ
た
詞
書
で
あ
り
、
毎
年
、

報
恩
講
の
際
に
拝
読
す
る
の
が
恒
例

で
あ
り
ま
す
。

現
行
の
も
の
は
上

・
下
三
巻
、
計

十
五
巻
か
ら
な
っ
て
お
り
、
細
か
く

分
け
る
と
、
上
巻
に
は
八
段
、
下
巻

に
は
七
段
と
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
は
、
上
巻
の
三
段
、
四
段

と
続
け
て
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
と
し
て
は
今
ま
で
御
伝
妙

を
聞

い
た
こ
と
は
あ

つ
た
の
で
す

が
、
拝
読
し
た
こ
と
が
な
く
、
初
め

て
の
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

時
間
に
し
て
約
十
分
程
度
で
は
あ

る
の
で
す
が
、
年
に

一
回
の
報
恩
講

の
場
で
あ
り
、
お
参
り
に
来
ら
れ
た

皆
様
の
前
で
拝
読
す
る
と
な
る
と
声

が
震
え
る
ほ
ど
緊
張
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
報
恩
講
が
終
わ
る
と
多

く
の
ご
門
徒
の
方
に
お
褒
め
い
た
だ

き
、
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
お
り
ま

し
た
。

私
自
身
、
と
て
も
周
り
の
環
境
に

恵
ま
れ
て
覚
法
寺
の
僧
侶
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
も

つ
て

こ
れ
か
ら
も
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（高
原
）

ダ
ー
ナ
基
金
だ
よ
り

日
頃
よ
リ
ダ
ー
ナ
基
金

へ
の
ご
理

解

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い

ま
す
。

今
回
は
国
連
Ｕ
Ｎ
Ⅱ
Ｃ
Ｒ
協
会
の

難
民
支
援

「中
東

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
防

寒
支
援
活
動
募
金
」
へ
５
万
円
を
寄

付
致
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
あ
な
た
の
さ
さ
や
か
な

お
気
持
ち
を
ど
う
ぞ
お
届
け
く
だ

さ
い
。

お
寺
の
本
堂
入
り
口
に
募
金
箱
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
（は
ち
す
の

会
ダ
ー
ナ
基
金
係
よ
り
）

※
以
前
季
刊
誌
に
て
紹
介
し
ま
し
た

募
金
時
に
配
布
の

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ

ラ
ー
念
珠
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
全

て
無
く
な
り
終
了
し
ま
し
た
。

）

御伝妙の拝読

子どもたちがお菓子を配ってくれました。

寺院仏具修復・納骨堂設計・施工
保教用薯 F,店)仏 壇・仏具・修復・修理

③ おわ 壇 の
イ
φ)卜 孝

縁096(3輩ヌ診T)

建築企画・設計・監理

有限会社

三島建築事務所
代表取締役 一
一級建築士 一 嶋  統 吾

〒8620972 月日本市中央区渡鹿3丁目8番28号

丁EL 096-366-5566



難 部 獅 始
逹 鯰 辟 薇 鶉

新型コロナについて規制も緩和化され、リスクレベルも考慮しますが、例会
も中止する事なく活動を再開してお釣ます。まだまだ感染予防対策が必要で
すが、新型コロナと向き合いながら活動を進めております。
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○

『仏具のお磨き』を行いました。
,中、7名 (蓮華の会 5名 +仏壮 2名 )参加していただき、ビカピカ
お陰様で、無事『御正忌報恩調 を執り行うことができました。

』が本堂にて勤修されました。
寺 川田光映師
によりお昼のお斎は中止となりました。

魏
°
i輻備営胤
※西本願寺では、12月 20日 に門信徒やご縁のある方々と共に阿弥陀堂や御影
堂を大団扇で1年のはこりを払い、新年を清々しく迎える。師走の風物詩。
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熊本組団体参拝のご案内

熊本組では、4月 25日 ～ 27日 の日程

で本願寺への団体参拝を予定しておりま

す。京都国立博物館の親鸞展にも行く予

定です。この度は、全体の募集人数も若

干少なめですので、お早めに覚法寺まで

お問合せください。

天
台
宗

の
酒
井
雄
哉
大
阿
閣
梨
が

「
一
日

一
生
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
野
球
選
手
の
松
井
秀
樹

選
手
の
座
右
の
銘
と
し
て
も
有
名
な
言

葉
で
あ
り
ま
す
。
朝
に
生
ま
れ
て
、
夜

寝
る
と
き
に
死
ぬ
。　
一
日
を

一
生
涯
だ

と
思

っ
て
大
切
に
生
き
る
。
朝
起
き
て

「今
日
も
命
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
夜
寝
る
と
き
に

「今
日

も
生
か
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
に
始
ま
り
感
謝
に

終
わ
る
、
今
日
が
大
切
な

一
日
だ
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
日
々
を
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
（伊
津
野
）

子どもたちがお寺のお夕事の
お勤めをしてくれますЭ

覚 参
法 拝
寺 部
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綜合建設業

○株式会社 竹内工務店
代表取締役 竹 内 浩 二

会 長   竹 内 義 雄
本社/熊本市東区尾ノ上4丁 目20番11号
TEL  {096)365-3366(代 )

FAX  (096)369-0562
鹿児島営業所/麗児島市西田3丁 目1番 1

lLL/FAX  (099}204-0435

創j業60年
不動産の賃貸、売買、管理、相続、全て扱つています。

(株)国府不動産
代表取締役 小川 道雄

〒8620949 熊本市中央区国府1丁 目13-5(国 府電停前 )

a,(096)364-6618

ご
本
尊
は
本
山
か
らお

迎
え
ｔ
ま
ｔ
よ
う

翻


